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1. はじめに
「気」の慣用表現の中でも、“気もそぞろだ"は特異な存在である。まず、“気が変
だ"“気が楽だ"“気は確かだ"と共に数少ない形容動詞性の慣用表現に属することで
ある。また、表現形式の面で、副助詞の「も」を伴い、「気J+ rもJ+ rそぞろだj
で固定していることである。さらに、意味の面で、主体の集中力の欠如した状態を示
す点で“気が散る"と、一方でその要因としての他の事象への意識の点では“気にな
る"“気を取られる"“気を奪われる"などと類義関係を持つことである。
特に、意味の面に関する特異さは、“気もそぞろだ"の意味用法を考察する上で、
きわめて重要である。『感情表現辞典J(中村明著 東京堂出版 1993)では、日本語
の感情表現を、喜・怒・哀・怖・恥・好・厭・昂・安・驚の10類及びそれらの複合感
情に分類している。この中に“気もそぞろだ"は取り上げられていないが、辞書等に
その言い換え語として使用されることの多い“そわそわ"という擬態語は、‘昂〔あ
せる・いらいら・緊張・興奮・感動)，に属している。また、“気もそぞろだ"という
感情の要因としての他の事象への意識の点で類義関係を持つ“気になる"は、同辞典
で‘怖〔こわい・ふるえる・心細い)，に属することになっている。“気もそぞろだ"
の意味用法を記述するにあたって、感情の要因と感情そのものを分け、前者では“気
になる"とその状態の受身的な表現としての“気を取られる"、その状態がさらに強
く意識されることを示す“気を奪われる"と捉えた上で“気を奪われる"との類犠牲
を、後者では‘昂'の感情に属する“そわそわ"との類犠牲を考慮することが有効で
ある。
以上の気付きに基づき、「主体による一義性の直感的な判断Jr他の事象に対する現
在の強い意識Jr当面なすべき事象Jr集中力の欠如」などの語によって適確な意味の
記述をし、また、用法上の制約の特徴を説明することが可能ではないかという仮説を
立ててみることから本研究を始めた。
そこで、本稿では、日常生活において使用されることの比較的多い感情表現である
“気もそぞろだ"を取り上げ、主要な辞書における意味の記述を確認した上で、実際
(1) 
の用例を整理し、意味用法の分析・記述の結果を報告することを目的とする。
2.辞書における意昧の記述について
ここでは、辞書における“気もそぞろだ"の意味の記述を考察しておくことにする。
(1) r国語大辞典 第一版J(尚学図書編集部編小学館 1981) 
心が落ち着かないこと。そわそわするさま。*浄・夏祭浪花鑑 七「人は来ぬか
と気もそぞろ」
(2) r広辞苑第五版.1(新村出編 岩波書応 1998) 
気持ちが落ち着かないこと。そわそわすること。寝覚ニ「掌の琴かき鳴らされた
る…我もーに浮きたちぬばかりJoI気も に発表を待つj
(3) r日本語大辞典 第二版J(梅梓忠夫・金田一春彦・坂倉篤義・日野原重明監修
講談社 1995) 
そわそわして、心が落ちつかないようす。 bedistracted 
(4) r学研国語大辞典 第二版J(金田一春彦・池田弥三郎学習研究社 1995) 
〈句〉気が落ち着かないこと。そわそわすること。 I(サヨナラパーティーニ)選
挙でーーの改選組の姿はあまりなく、<四六・五・二四・毎日夕>J
四つの辞書における意味の記述は、表現上の多少の違いはあるが、本質的には同じ
といってよかろう。(1)が“心が落ち着かない"、 (2)が“気持ちが落ち着かない"、 (3)が
“心が落ちつかない"、 (4)が“気が落ち着かない"と、要するに、「落ち着かなさjと
いう感情を記述している。「落ち着かなさ」の主体が (1) (3)は“心"、 (2)は“気持ち"、
(4)は“気"と表現が異なっているが、そこに意味の違いを記述する特別な意図は認め
られない。また、すべて「そわそわ」という擬態語を付加しながら意味が記述されて
いる。さらに、「落ち着かなさJIそわそわ」の要因については、いずれも特に記述は
ない。
以上の四つの辞書における“気もそぞろだ"の意味の記述を考察して、まず気付く
のは、感情の記述が「気(心・気持ち)が落ち着かないJと同意になっていることで
ある。また、感情の要因が全く記述されていない点である。さらに、感情そのものに
ついて必ずしも適確に記述されていない点である。「主体による一義性の直感的な判
断JI他の事象に対する現在の強い意識」を核に要因を、「当面なすべき事象JI集中
力の欠如」を中心に感情を記述する必要があるのではなかろうか。
以上の考察を通して、“気もそぞろだ"の意味の記述に関して次のような課題を指
摘することができょう。
①“気もそぞろだ"という感情の要因として具体的にどのようなものがあり、それ
らはそれぞれどのように記述するとわかりやすいか。
(2 ) 
②“気もそぞろだ"という感情はどのようなものであり、またそれぞれどのように
記述するとわかりやすいか。
3.意味用法の分析
3. ，用例
①かつて、わが家のヒロシがイボ痔になった時の事を思い出した。彼は「いてエいて
ェ」と言いながら、妻の前に尻を突き出し、痔の薬を塗ってもらうという致命的にバ
カげた姿を家族にさらした暗い過去を持つ男である。(中略)そんな、父ヒロシのく
だらない持病がわが身にふりかかろうとは。私は気もそぞろとなり、一日の生活時間
の中で、尻の穴のことを考える時聞がかなり増えてしまった。(さくらももこ『さる
にこしかけ』集英社 1992) 
②それから僕は、次々と予約の患者たちの面接をしたのですが、その日に限って、ど
の患者もちょっとややこしい問題を抱えこんでいて、時間のやりくりをつけるどころ
ではありません。僕は少し後悔しました。あの若者には、すぐ診てくれる医者を探し
て紹介してあげればよかった。そう思いつかなかったために、僕は時間に追われる心
持になり、予約の患者たちの話を聞いていても、気もそぞろになりがちなのです。僕
は深呼吸を一つして、若者のことをしばらく忘れることにしました。(大平健『優し
さの精神病理』岩波書庖 1995) 
③いうまでもないが、ワープロで作成された文章というのは、だれが書いた文章か一
日ではわからない。なぐり書きしたのか、気もそぞろに書いたのか、泣きながら書い
たのかも、字面からはすぐにわからない。それにインクが槌せないので、古さもわか
らない。だから、かえって整理がつきにくい場合がある。(鷲田清一 fじぶん・この
不思議な存在j講談社 1996) 
④かくして、私への原稿注文はぱったりと途絶え、やがて私は子に頼むしかなくなる。
「悪いけど、中学を出たら働いて家計を助けてねjダメだ堂々めぐりである。そうい
えば、この春、友人から仔犬を飼わないかという話があった。そのとたん、私はまる
二日間、気もそぞろで原稿が書けなくなってしまった。犬を飼う以上ハンパには育て
たくない。だが、そうなると執筆はおろそかになる。しかし犬はほしい……仔犬一匹
でこの有り様の私、どうして子を育てられょうか。(藤堂志津子『私から愛したい。』
幻冬舎 1997) 
⑤「ちょっと、どうしたのj像とライオンが襲ってこないかと気もそぞろの彼女をラ
ンドクルーザーのドアに押し付けるようにして、一馬はいきなり抱きすくめた。(村
山由佳『野生の風j集英社 1998) 
⑥スウェーデン人女性が、 i戻をぬぐった。「わたし、ばかでした。めそめそ泣いたり
(3 ) 
して。なにがおこっても、神の御心のままです。Jだが、このキリスト教的あきらめ
の精神は、周囲の雰囲気から完全にうきあがっていた。「あなたは、それでよいかも
しれませんが。」と、マックイーンが気もそぞろにいった。「われわれは、何日もここ
で足どめをくうことになるんですよ。J(アガサ・クリスティー/花上かつみ訳『オリ
エント急行殺人事件J講談社 1999) 
⑦貞子に対する複雑な思いを抱いたままであったが、ゲネプロを通してテープのチェ
ックは一応したつもりだった。変調をきたしていた箇所はどこにもない。遠山は、白
分の耳に自信があった。いくら気もそぞろであったとはいえ、奇妙な音の混入を聞き
逃すことはないと思う。ヘッドホンをしていても何も気づかないとなれば、一般のお
客には感知できない程度の音であり、芝居の進行に支障をきたすことはまずありえな
い。(鈴木光司『パースデイj角川書庖 1999) 
⑧「この問、公園の近くの道路で、歩いていくハトの後ろ姿を見たんだよね。そした
らそれ、妙にかわいくてねj夏樹が思い出し笑いをしていると、「へー」と言いなが
ら、宗一部は、さっきから何だか気もそぞろの様子だ。「あれ、私、何か変なこと言
ってる?J Iいや、わかる。ほら、トラックとかいかつい顔をした車でも、後から見
ると妙に笑えたりするじゃん、不格好で…」夏樹が領いた瞬間、「あ…」突然宗一郎
の顔がパッと輝いた。(中略)ひょんなことから撮りたいテーマが見つかって、宗一
郎の目は生き生きと輝き出した。(北川悦吏子『オーバータイムj角川書底 2001) 
①この日以降、食事もろくにのどをとおらず、気もそぞろなクレオパトラのもとに、
「国王の即位記念、ご下賜の食用i由横流しの不正行為の重罪で、大法宮プルタルカス
を処刑」の知らせが届いたのは、ポテイノスの報告を聞いたあと、わずか七日後とい
う、電光石火の推移であった。(宮尾登美子『クレオパトラ(上)J新潮社 2002) 
⑩普通の人が大勢の人を前にしてしゃべろうとすれば、ドキドキ、そわそわ、気もそ
ぞろというのは当たり前。堂々ときちんとしているなどという非現実的な望みを持つ
こと自体間違っていることに気づきます。(梶尾しげる『そんな言い方ないだろうj
新潮社 2005) 
3.2 意昧
①~⑩の用例に共通しているのは、当面なすべき事象に対する集中力が欠如してい
る状態を示していることである。
①~⑩は原因として“現在における主体がより一義的であると直感的に判断する他
の事象に対する強い意識"があげられる。その意識を生み出した他の事象を具体的に
あげると以下のようになる。
①イボ痔になって尻の穴に違和感があること/②予約の患者を優先して後回しに
した若者が診察を長時間待っていること/③その文章を書くことよりもより一義
(4 ) 
的だと判断される他のこと/笹仔犬を飼うことになった場合の原稿執筆をはじめ
とする生活状況の変化について考えること/⑤像とライオンが襲ってこないかと
考えること/也何日もここで足どめをくうのではないかと考えること/⑦貞子に
対して複雑な思いを抱いていること/⑧撮りたい写真のテーマについて考えるこ
と/⑨国王の即位記念にご下賜された食用油横流しの不正行為で重罪となった大
法官プルタルカスの処遇の知らせを待っていること/⑮大勢の人が自分をどのよ
うに見ているか考えること
以上、“当面なすべき事象に対する集中力が欠如している状態"の原因として特徴
的なのは、人間関係にかかわるものが多い点である。“気もそぞろだ"の意味として、
“現在における主体がより一義的であると直感的に判断する他の事象に対する強い意
識が原因となって、当面なすべき事象に対する集中力が欠如している状態を示す"点
があげられよう。
3.3 用法
3.3. ，文型
文型に関しては、いわゆる感情形容詞と同様で、あり、「ダレダレは/も一一一。jと
なる。“ダレダレ"は基本的に l人材、となる。過去形の場合(③⑤⑥など)は3人材、も
可能である。直前に“…+ても(②)"すなわち逆接条件を示す接続助詞「ても」が使
用される場合や“…+ないかと(⑤)"すなわち否定形式の疑問文と格助詞の「と」が使
用される場合がある。また、“何だか(⑧)"といった漠然とした理由を示す表現と共
に使用されることがある。
3.3.2 文法
文法に関しては以下のような表現は可能である。
連用修飾を受けうる 何だか気もそぞろだ
連体修飾句に立ちうる 気もそぞろな様子
しかしながら、全体としては自由度が高いとは言えず、以下のように制約が多い
点にも注意が必要である。
j主体修飾を受けえない
句中に連用修飾語を挿入しえない
肯否の表現は自由でない
名詞句へ転換しえない
*私の気もそぞろだ
*気も非常にそぞろだ
*気もそぞろでない
*そぞろな気
(5 ) 
4. r気もそぞろだ」の意昧用法
以上の考察結果に基づき、ここでは“気もそぞろだ"の意味用法をまとめておくこ
とにする O
〈意味〉
意味は、当面なすべき事象に対する集中力が欠如している状態を示す。その原因と
しては、“現在における主体がより一義的であると直感的に判断する他の事象に対す
る強い意識"をあげることができる。
〈文型〉
「ダレダレは/も+(A)+(B)+一一一一。j
Aには“…+ても"のように逆接条件の接続助詞の「ても」や“…+ないかと"の
ように否定形式の疑問文と格助詞の「とjが使用される場合がある。また、 Bには漠
然とした理由を示す表現が使用されることがある。
く文法〉
連用修飾は、“何だか気もそぞろだ"のように受けることが可能である。連体修飾
句に立つことは、“気もそぞろな様子"のように可能である。ほとんど文の述部とし
て使用される。過去形は可能であるが、連体修飾、句中への連用修飾語の挿入、否定
表現、名詞匂への転換などはできず、文法面で制約が多い。
5.おわりに
本稿では動詞性の「気Jの慣用表現として“気もそぞろだ"を取り上げたが、現代
(l992~2005) の実際の用例を通して、意味及びその原因が明らかになった。今後は、
“気がとがめる"と類義性の高い“気が差す"という遼巡の表現、“気にする"“気に
なる"“気にかかる"“気にかける"“気が痛む"“気で気を病む"“気が落ちる"“気が
落ち込む"“気が挫ける"“気が沈む"“気が滅入る"“気が欝する"“気がふさぐ"“気
が腐る"“気が詰まる"などの表現の考察を課題としたい。
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